
 
物理学委員会 物性物理学・一般物理学分科会の設置について 

 
分科会等名：物理学委員会 物性物理学・一般物理学分科会   
 

１ 所属委員会名 
 

物理学委員会 

２ 委員の構 成 ４５名以内の会員又は連携会員 
３ 設 置 目 的   物理学が自然を認識する基本的方法であり、人類・社会の

あり方に大きな力を持つことが２０世紀に明確になった。２

１世紀には優れた物理学の知識によって人類を更に豊かに

させることが求められている。そのために２１世紀の物理学

の展望を見極めることが必要である。 
 物理学委員会がその責務を果たすべく物性物理学・一般物

理学分科会を提案する。 
 当分科会では、物質や場の存在形態と発展を対象とする基

礎科学の研究を進展させるために、大型プロジェクトから個

人型研究までをも包含する研究や泰正の在り方を分析し、政

策立案・提言等に資することを目的とする。教育・人材育成

にますための方策も考察する。 
 物性物理学・一般物理学がいままで社会に果たしてきた重

要な役割を将来更に発展させることを目的とする。 
 

４ 審 議 事 項 １ 当該研究の意義と在り方 
２ 有効な政策提言のための社会・政府行政機関との意思疎

通のあり方。 
 

５ 設 置 期 間 時限設置   年  月  日～   年  月  日 
常設 

６ 備    考 ※委員の構成の変更 

（所属希望者が多数だったため、委員の構成を 40 名以内か

ら 45名以内に改正したもの。） 

 


